
11月16日 19:30-21:00
講師 深田享保氏（税理士） 深田会計事務所所長

令和3年

火

お電話・ＦＡＸ・mailで
お申し込み下さい

参加
無料

（担当：第1課 四方） TEL: 82－3476 FAX:82－7602 mail: shikata@tanba.or.jp

主催：丹波市商工会サービス業部会

オンライン（ZOOM）での配信も行います

講師経歴
平成11年 3月関西学院大学大学院商学研究科 卒業
◆職歴等
平成22年11月深田会計事務所 所長就任
令和2年近畿税理士会西脇支部 支部長
地元丹波市ご出身で、現在西脇市に事務所を開設されています。

●「そもそもインボイス制度とは何？」
●「インボイス制度によるメリット・デメリットは？」
●「業種で異なる対応ポイントは？」
●「明日から自分がすべきことは何？」等

事前に頂いたご質問にお答えしながら進行します

セミナー内容

コロナ対策の為 会場受講定員20名で開催します

事業所名 参加者氏名 連絡電話番号
受講選択

（希望される方に○）

会場受講 ・ ZOOM

ZOOMでの視聴を希望の方は、ID/パスワードを送付させて頂く
メールアドレスを記載下さい。

mail ｱﾄﾞﾚｽ

インボイス制度の内容と
対策ポイント

インボイスで何が変わるか？ 今から出来る対策を学びます‼

インボイスとは、適格請求書とも呼ばれ取引の際に売り手から買い手に渡す、決められた内容を記載した
領収書やレシート、請求書などの書類です。

現在では、買い手は誰から購入したものでも消費税の計算上、仕入れとして計上することが可能でした。
しかし令和5年10月1日のインボイス導入後においては一部の取引を除いて、登録を受けた事業者が発行し
たインボイスの保存がなければ、消費税の計算上は仕入れとして徐々に認められなくなります。

このため、買い手にとってはインボイスがなければ納税上不利となり、売り手に対してインボイス発行事業
者として登録をするよう求められる可能性があります。

インボイスについてご質問がありましたら、事前にお聞かせください。

会場：丹波市商工会本所（丹波市氷上町成松140－７）


